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国立研究開発法人 国立がん研究センター

赤枠が柏キャンパス



国立がん研究センターとは？

国立高度専門医療研究センター（NC）のひとつ

１．国立がん研究センター（中央病院・東病院）

２．国立精神・神経医療研究センター

３．国立国際医療研究センター（病院・国府台病院）

４．国立成育医療研究センター

５．国立長寿医療研究センター

６．国立循環器病研究センター

国立病院機構 (NHO) ： 東京医療センター、横浜医療センター、千葉医療センター
埼玉病院などとは別組織
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*National  Center

*National Hospital Organization

千葉



千葉県柏市
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つくばエクスプレス

ららぽーと柏の葉

千葉県立柏の葉公園
柏市はココ！

千葉県のマスコットキャラクター

チーバくん

柏の葉キャンパス駅
↓

本当に住みやすい街
ランキング５位！！



国立がん研究センター東病院

病床数 425床

（うち緩和ケア病棟 25床）

診療科数 32科

2018年度実績

外来患者数 1189.5人/日

入院患者数 402.1人/日

平均在院日数 12.2日

院外処方せん発行率 96.3%

無菌調製件数 5070件/月

薬剤管理指導件数 1052件/月

薬剤部スタッフ (令和２年4月1日現在)  

常勤 37名（定数40名）

がん専門修練薬剤師 2名

薬剤師レジデント 16名

(13期:6名、14期:4名、15期6名)

薬剤助手 ４名

（非常勤2名 欠員）

出向等：院内臨床研究支援部門 10名

PMDA 1名、AMED 1名

がん指導薬剤師 4名

がん専門薬剤師 8名

がん薬物療法認定薬剤師 7名

外来がん治療認定薬剤師 12名



調剤室
散薬調剤室
治験調剤室
湿性製剤室
医薬品情報管理室
注射室
無菌調製室
抗悪性腫瘍剤調製室

職員用スペース
・部員室
・レジデントフロアー
・別室（研修生・学生、スタッフ）

薬剤部の概要



当院薬剤部の業務

調剤業務
入院・外来調剤

注射業務
注射薬調剤
抗がん剤無菌調製
手術室薬品管理

医薬品情報管理業務
情報の収集・整理
レジメン管理
ＴＤＭ
電子カルテ薬品マスター管理

薬剤師外来
外来薬剤指導
（経口抗がん剤・麻薬）
初診時の抗凝固薬確認（外科）

治験薬管理
 納品・回収・温度管理

 調剤

通院治療センター
 外来化学療法患者への指導

 外来化学療法ホットライン

病棟薬剤業務
持参薬業務

その他
 薬剤管理指導

 外来診療に同席

 チーム○○○

 実務実習生

 がん専門薬剤師研修施設

 保険薬局薬剤師研修受け入れ

赤字：当院特徴的な業務



外来における薬剤部の取り組み
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注射薬抗がん剤
（＋経口抗がん剤）

経口抗がん剤 各診療科外来

通院治療センター 薬剤師外来

外来診療支援

院

内

自

宅

・投与中の副作用管理
・帰宅後の副作用、支持療法の説明

・適正なレジメン管理
・副作用、アドヒアランスの確認

患者 患者

帰宅後

外来化学療法ホットライン

・副作用の相談
・支持療法薬の使い方などの相談

テレフォン・フォローアップ患者・家族

薬剤師

患者・家族

・副作用のモニタリング
・アドヒアランスの確認
・支持療法薬の使い方等の指示

薬剤師が同席

・服薬指導/処方支援
・副作用、アドヒアランスの確認

副作用で困ったら
～抗がん剤の治療をお受けになる方へ～

抗がん剤は
副作用がほとんどの患者に出現

薬剤師の支援が必要
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全症例のレジメン内容を確認
減量基準（検査値）は？ アレルギーは？
支持療法薬は？補液は？投与速度は？
インターバルは？経口抗がん剤は？
身長・体重・体表面積は？B型肝炎対策は？

迅速かつ正確な抗がん剤調製
薬剤師7名 レジメン毎に作成した説明書

薬剤部 通院治療センター

副作用とその対策について説明

通院治療センター配置
がん領域の資格取得者 ４名（１名兼任）

薬剤師レジデント １名



担当医

電子カルテ

患者

緊急性、対応の可否、症状の原因、対処方法

相談

回答

相談
・

転送

指示

情報収集
記載

指示

情報伝達

薬剤師 看護師

対応者

or
( 8:30 - 15:00 ) ( 15:00 - 17:15 )

外来化学療法ホットライン



＊目的 ：外来経口抗がん剤又は医療用麻薬治療を円滑に行なう為の
薬剤師による継続指導

＊対象 ：外来経口抗がん剤又は医療用麻薬を使用している患者
・抗がん剤治療・・・吐き気、下痢、FN高リスク患者
・医療用麻薬 ・・・疼痛コントロール、副作用コントロール（便秘、
吐き気、眠気）が不十分

・薬剤師の継続介入を希望された患者

薬剤師面談
（外来ブース）

医師の診察
(面談情報を医師に還元)

薬剤師外来

診察前



治療開始前

•副作用の説明
•手足症候群に使う予防薬やケアの説明
•血圧測定の指導

治療と服薬の説明

治療開始当日 在宅における自己管理に向けての指導

治療開始後 受診日

受診と受診の中日

治療開始後 受診日

テレフォンフォローアップ

•アドヒアランスの確認
•副作用モニタリング

•アドヒアランスの確認
•副作用モニタリング

•理解度と手技の確認

ソラフェニブ・レンバチニブの場合

受診と受診の中日

テレフォンフォローアップ

３年目レジデント
外来診療支援（例:肝胆膵内科）



国立がん研究センター東病院薬剤部
基本方針

1. 部員がやりがいを感じて生き生きと働き、薬
学の専門知識を基に患者さんにとって最善な
がん薬物療法の実践に貢献します。

2. 臨床研究のスキルを身に付け、臨床上の薬学
的疑問を薬剤師自らが主体的に解決に導ける
ようにします。

3. がん医療の発展において中心的な役割を担う、
世界レベルの視野を持つ薬剤師を育成します。



All Activities for Cancer Patients
薬剤部の全ての活動はがん患者のために！！



東病院
レジデント制度



薬剤師レジデント制度
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薬剤師レジデント ３年
がん専門修練薬剤師 ２年



がん医療における薬物治療の信頼性の高い情報を提供出来る能力
チーム医療の実践者としての能力、態度
医薬品の管理運用について精通した医療者としての能力、態度
指導者としての能力、態度
専門知識とプロ意識、態度
がんの臨床研究を行うために必要な能力
臨床開発に携わる際に必要な能力

がん研究センター東病院薬剤部
薬剤師レジデントのミッション

がん医療の発展において中心的な世界に通ずる
役割を担う薬剤師を育成すること



年 月 薬剤部 診療科

2019

4
見習い5

6 混注
7 支持療法

8 注射
9

10 調剤
11 頭頸部内科

12 混注

2020

1

2 注射
3 呼吸内科

4 調剤
5

6 混注
7 消化器内科

8 混注
9

10 通治
11 肝胆膵内科

12 治験

2021

1

2 混注

3
血液腫瘍科
乳腺腫瘍内科

4
情報室

薬剤師外来
5

6

診療科配属

7

8

9

10

11

12

2022
1
2
3

年 月 薬剤部 診療科

１４期レジデントのカリキュラム例

オリエンテーション ４月～６月
講義研修（がん領域）９月～３月
院内研修会： 随時



症例検討・サマリー作成

症例検討 プレゼンテーション １０分
質疑応答 ５分

評価者（先輩薬剤師）⇒ 書面フィードバック

サマリー作成（症例を文書として表現できる。）
コメントにて評価のフィードバック

年間３回

学会発表のプレゼンやがん領域の認定取得の症例提出に対応



中央病院・東病院
レジデント合同報告会

ポスター発表

口頭発表
１年に１回研究成果を発表



集中講義研修（がん領域）年２回

講義内容 職種 月日

1 制吐薬適正ガイドライン／発熱性好中球減少、G-CSF 薬剤師 1月7日

2 がん疼痛治療と薬学的介入 薬剤師 1月9日

3 精神腫瘍学 医師 1月17日

4 大腸がんの診断と治療 医師 1月21日

5 医薬品開発における薬剤師の役割 薬剤師 1月24日

6 レジデント発表会 1月28日

7 レジデント発表会 1月31日

8 レジデント発表会 2月4日

9 レジデント発表会 2月7日

10 血液がんの診断と治療 医師 2月12日

11 がん患者にかかわる感染対策 医師 2月18日

12 胃がんの診断と治療 医師 2月19日

13 医療統計学 統計家 2月27日

14 乳がんの診断と治療 医師 3月2日

15 肝胆膵がんの診断と治療 医師 3月4日

16 食道がんの診断と治療 医師 3月6日

17 肺がんの診断と治療 医師 3月10日

18 頭頸部がんの治療と薬学的介入 薬剤師 3月12日

19 研修報告会 3月17日

例）2020年1月7日～3月17日 18：00～19：00



レジデントさんを取り巻くサポート体制

業務関連
病棟ローテーション
症例検討発表会
サマリー作成

教育

レジデント
合同報告会

臨床研究
学会発表
連携大学院

研究

教育サポートユニット
（スタッフ９名で構成）

研究サポートユニット
（スタッフ７名で構成）

カウンターパート制（６班）



処遇等

手当て 薬剤師レジデント（常勤薬剤師）の規定に基づ
き支給

社会保険（厚生年金・雇用保険）に加入します。

宿舎 単身者用の宿舎（有料） 9,800円/月

レジデントハウス
築５年程度 １ルーム
（キッチン・トイレ別）
全員ここに住んでいます！！



イベント

忙しい中にも・・・楽しい事もたくさん




